
テーマ： 作品 ｢舞姫 」が私た ちに伝え ているこ と  

 

１． (ア )テーマ設 定の理由  

小説には 、必ず作 者の伝え たいこと があるは ずだと思 う。｢舞姫 」を読ん で、鷗外 のもっ と

も伝えた かったこ とを、作 品のタイ トル、登 場人物の 感情や行 動などか ら読みと り、 考 え

を深めて いきたい と思った 。  

  

(イ )どん な風にこ れから論 を進めて いくか  

豊太郎は 悲劇のヒ ロインで あり、つ らく苦し い世の中 で生きて きた主人 公はかわ いそ う で

あるとい う結論を まず述べ 、その根 拠を二つ 本文に基 づきなが ら書くこ とで、そ の結 論 を

さらに深 める。  

  

(ウ )この レポート で言いた いこと  

鷗外が作 品 ｢舞姫」で私たち に教えて いること とは、豊 太郎は悲 劇のヒロ インであ り、こ の

つらい世 の中で苦 しむ主人 公はかわ いそうで あるとい うことで ある。  

  

２．本論  

私は、こ の作品で 鷗外は、 豊太郎は 悲劇のヒ ロインで あり、こ のつらい 世の中で 苦し む 主

人公はか わいそう であると いうこと を伝えた いと思っ ているの だと思う 。  

理由を二 つの根拠 を挙げて 説明する 。  

  

まず一つ 目の根拠 は、この 作品のタ イトル『 舞姫』で ある。タ イトルは 本文の一 番伝 え た

いことが 書かれて いる部分 であり、 この『舞 姫』とい う言葉は 、非常に 大きな意 味を 表 し

ていると 思う。私 が推測す るに、こ の『舞姫 』とは、 豊太郎の ことであ る。  

  

『舞』と は、『舞 う』、つ まり『周 囲に踊ら されてい る』とい うことを 指す。  

本文に、 『余は父 の遺言を 守り、母 の教へに 従ひ、人 の神童な りなど褒 むるがう れし さ に

怠らず学 びしとき より、官 長のよき 働き手を 得たりと 励ますが 喜ばしさ にたゆみ なく 勤 め

しときま で、ただ 受動的、 機械的の 人物にな りて…… 』とある ように、 豊太郎は 人の 敷 い

たレール の上をた だ進んで 生きてき た。  

ドイツ滞 在時も、 豊太郎は 一時は自 由になっ た気でい たが、結 局は、天 方伯の手 中に 彼 の

身 (行く末 )を置くこととなった。つま り、彼は他人の下に従え、教えに従い『動かされて

いた』つ まり『舞 おどらさ れていた 』のであ る。  

  

また、『 姫』とは 、自分を かわいい と表現し ているの である。 つまり、 自分が大 好き で あ



ると表現 している 語なので ある。  

本文の中 でも、『 官長の覚 え殊なり しかば』 、『知識 は、おの づから総 括的にな りて 、 同

郷の留学 生などの 大方は、 夢にも知 らぬ境地 にいたり ぬ。彼ら の仲間に は独逸新 聞の 社 説

をだによ くはえ読 まぬがあ るに。』 、『仏蘭 西語を最 も円滑に 使ふ者は 我なるが 故に 、 賓

主の間に 周旋して 事を弁ず る者もま た多くは 余なりき 。』など 、自分の ことを自 慢す る ＝

かわいが る部分が 読み取れ る。よっ て『姫』 も、豊太 郎の特徴 を表して いるので ある。  

  

つまり、 このタイ トルは、 『周囲の 人の下で 従い受動 的な人間 となり、 揺れ動か され て し

まってい る、哀れ で、また かわいら しい我』 というこ とを表し ているこ とになり 、こ の こ

とから、 タイトル からも、 悲劇のヒ ロインで あること を強調し ているの である。  

  

二つ目の 根拠は、 本文の『 彼が生路 はおほむ ね平滑な りしに、 憾可数奇 なるは我 が身 の 上

なりければなり。』という文章であ る。この文の現代語訳は、『彼 (相沢 )の人生がおおむ

ね順調で あったの に、不運 で波瀾に 満ちてい るのは私 の境遇で あったか らである 。』 と い

う意味で ある。  

相沢は、 天方伯の 秘書官で あること から、人 の下で従 い働くこ とは常で あるとい う確 固 た

る意志が みられ、 また、相 沢は快活 な人柄で あった。 それに対 し、豊太 郎は、人 の下 で 従

い働くこ とで受動 的な人間 になるこ とに疑問 を覚え、 また自由 な環境に 身を置く こと で 、

自分の弱 さを知っ た。また、エリスと の交際が 原因とな り、ドイ ツでの学 費をうち 切られ 、

散々であ った。  

  

このよう に、全く 違う考え 方や性格 をもつ相 沢と豊太 郎とを比 較するこ とで、よ り自 分 の

哀れさ、 不幸さを 強調させ ていると 読み取れ る。  

  

３．まと め  

このよう に、「舞 姫」では 、鷗外は 、豊太郎 は悲劇に ヒロイン であると し、この つら く 苦

しい世の 中でいき てきた主 人公はか わいそう なのであ るという ことを、 タイトル や登 場 人

物、心情 などで強 調させて 伝えよう としてい るのであ る。  

  

だが、こ のような 意図で鷗 外が「舞 姫」を記 したとき に、鷗外 は読者か らの、豊 太郎 へ の

同情を求 めていた のであろ うか…そ こを考え ると、未 だに疑問 に残る部 分ではあ る。  


